
276 INTERNET magazine 2000/3 プロバイダー：インターネットサービスプロバイダー。ダイアルアップIP接続や専用線接続によって、個人や企業にインターネット接続を提供する業者。接続だけでなく、電子メールやホ
ームページスペースの提供などの付加サービスを用意しているプロバイダーが多い。
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インターネットのために支払う月々のお金に悩まされてきた人にはうれしい知

らせだ。電話代だけでインターネットが使い放題の無料接続を提供するプロバ

イダーが再び登場してきたのだ。無料プロバイダーを使うには何が必要なのか、

本当につながるのか、サービスの質はどうなのか、じっくり調べてみよう。

www.shes.net

www.livedoor.com

www.auric.co.jp

www.mailbank.ne.jp

この記事で紹介する無料プロバイダー

長年インターネットを利用している人なら、

1997年に無料プロバイダーのアスキー・イン

ターネットフリーウェイが終了し、システムを

提供していたハイパーネットが倒産したことを

覚えているだろう。そんな人が「無料プロバ

イダー」と聞けば「いまさら？」と思うかも

しれない。ところが世界的に見れば、無料の

接続サービスは増え続けているのだ。イギリ

スではFreeserveが100万人を超える会員を

獲得し、AOLが対抗してNetscape Online

を開始したほど無料プロバイダーが一般的に

なっている。コンピュータメーカーDELLはイ

ギリスとドイツで無料接続サービスを展開し

ている。米国ではNetZeroが株式を公開する

まで成長した。

日本でも1999年の後半から無料プロバイ

ダーが再び登場し始めている。会員を女性に

限定したShes.netを皮切りに、接続中に広

告を表示することで接続料金を無料とする

livedoorとオーリック・ウェブ・ジャパンがサ

ービスを開始した。また、メール専用の無料

プロバイダーMailBankは2000年1月にウェ

ブなども利用できる接続サービスFree Serve

の開始を予定している。この流れが本物にな

り、日本でも無料プロバイダーが「メジャー」

になっていくのか、これから要注目だ。

無料プロバイダー、

続々登場！
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INTERNET magazine 2000/3 277ID（アイ・ディー／identification）：コンピュータで何らかのサービスを利用する際に、利用者を識別するための名前。「アカウント」ともいう。パスワードと組み合わせれば、利用
者が本人かどうかを認証できる。プロバイダーに入会すると、インターネット接続のためのIDとパスワードや、電子メールを受信するためのIDとパスワードを与えられる。

条件は
無料サービスには条件がある。お金の代わりにユーザーは
プロバイダーに何を渡さなければならないのだろうか。
まずは各プロバイダーの利用条件を見てみよう。

Shes.netは女性専用で、朝6時から夜10

時までの時間制限がある無料プロバイダーだ。

入会申し込みの際には「興味のあるジャンル」

や「インターネットで買ってみたいもの」など

の詳細なアンケートに答える必要がある。会

員になってからの義務は、ポータルページ

「My Page」に1か月に一度以上アクセスす

ること。企業とのタイアップで実施されてい

るアンケートへの協力は「お願い」となって

いるが、強制ではない。

livedoorに接続するには、専用のソフトを

使う必要がある。このため、利用できるのは

現在ウィンドウズユーザーだけだ（マッキント

ッシュ版も登場する予定）。接続している間

は、このソフトのバーが常にデスクトップの上

部を占領し、広告が表示されるようになる。

また、最初にアクセスしたときには「オンラ

インショッピングで購入したいもの」などのア

ンケートがある。

画面上部に表示
されるバー。こ
こから livedoor
のコンテンツに
ジャンプしたり、
接続を終了した
りできる。

オーリック・ウェブ・ジャパンの無料接続

は、ブラウザーを最初に開いたときと15分お

きに、広告のページが30秒間表示されるシス

テムだ。それ以外は普通にインターネットを

広告表示の間は、ブラウザーで
どんなページを読もうとしても
広告だけが表示される。

Free Serveは今年1月から始まる予定

の無料プロバイダーで、MailBankの会

員に限って予約を受け付けている（1月6

日現在）。MailBankへの申し込みの際に

は「ほしい情報のジャンル」などのアンケ

ートに答える。この情報に基づいて、定

期的に広告メールが送られてくる。Free

Serveへの入会は、日本テレコムの市外

電話割引サービスへの加入が条件だ。た

だし日本テレコムの利用は条件ではない

ので、費用がかかることはない。なお、サ

ービス正式開始後のFree Serveには、

MailBankの会員でなくても入会できる

ようになる予定。

利用できる。入会申し込みの際には、ほかの

3社のような詳細なアンケートはなく、申し込

むとすぐにウェブ上でIDとパスワードが表示

されるのが手軽だ。

広告メール15分おきに広告表示

専用ソフト

女性専用 入会時のアンケート サイトへのアクセス

入会時のアンケート 広告表示

日本テレコムのサービスに加入

入会申し込みの際のアンケート。かなり細かい。 会員専用のポータルページ「My Page」

無料接続サービスの
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278 INTERNET magazine 2000/3 インストール：ソフトウェアを利用できるように自分のパソコンに組み込む作業。ユーザーが簡単にインストールを行えるようにする専用プログラムのことを「インストーラー」という。

入会してみよう

Shes.netへのオンラインサインアップとインターネット設定のため

のソフトは、本誌の付録CD-ROM Bに収録してある。ウィンドウズ版

は「Win」フォルダーの下の「Pppsetup.exe」を、マッキントッシュ版

は「MAC」フォルダーの下の「PPPSetup」をそれぞれダブルクリック

すればいい。

livedoorへのオンラインサインアップと接続ソフトは、本誌の付録

CD-ROM Bに収録してある。「Livedoor.exe」をクリックすれば、イ

ンストールが始まる。現在のところウィンドウズ版のみだ。

1
ソフトが起動したら、「次へ」
を押す。オンラインサインアッ

プするときは、「アクセスポイント」で
「オンラインサインアップ」を選ぶ。

2
ウィンドウズ版では、「次へ」
→「完了」を押す。マッキン

トッシュ版では、「次へ」を押して
「モデム名」を選択してから、「次へ」
→「OK」を押す。

3
ブラウザーが開いて、オンラ
インサインアップ用のページに

アクセスする。「利用規約に同意し
ます」を押したら、まずメールアカ
ウント用の名前を考えて入力し、
「次の画面へ」を押す。あとはアン
ケートに答えていけば申し込みが完
了する。

4
登録書が郵送で届いたら、1

のソフトをもう一度起動する。
今度は「アクセスポイント」で自分
の市内局番に近い番号を選んで「次
へ」を押す。

5
登録書に書かれた接続 ID、パ
スワード、メールアドレスと自

分の名前を入力して「次へ」を押す。
最後に「完了」または「OK」を押
せば、ウィンドウズでは「ダイヤル
アップネットワーク」に、マッキン
トッシュでは「リモートアクセス」
に接続設定が自動的にできる。

1
インストールソフトが起動したら、「日
本語」を選べばインストールが始まる。

2
インストールが終了したら、
設定が始まる。「次へ」を押し

ていけばいい。「電話番号の選択」
では、自分の市外局番に近い地域を
選ぶ。電話がプッシュ回線でない人
は、「詳細な番号設定」を押して
「パルス回線を使用」をチェックする
のを忘れないように。

3
「新アカウント作成」を押せ
ば、自動的に接続してサイン

アップが始まる。

4
「ユーザー名」に自分の好き
なメールアカウントの名前を入

れ、パスワードを入力して「新アカ
ウントの作成」を押す。

5
アカウントが作成されたら「完了」を押す。
ウィンドウズのスタートメニューにlivedoor

のアイコンが登録されるので、そこから livedoor
に接続する。最初に接続したときにはアンケート
画面が表示されるので、それに答えていけばいい。

それではさっそく無料プロバイダーを試してみよう。
CD-ROMに接続ソフトを収録したプロバイダーもあるので、
まだインターネットにつないでいない人でも大丈夫だ。

無料プロバイダーに

CD-ROM収録先
B  Pr→Shesnet+CD-ROM+CD-ROM

CD-ROM収録先
B  Pr→Livedoor+CD-ROM+CD-ROM
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INTERNET magazine 2000/3 279bps（ビー・ピー・エス／bits per second）：コンピュータでデータを転送する速度の単位。1秒間に何ビットのデータを転送できるかを表す。「64Kbps」と言えば、1秒間に64000
ビット、つまり半角英数字8000字を転送できることを示している。

オーリック・ウェブ・ジャパン

の申し込みはウェブ上のみ。ホー

ムページの「今すぐ登録！」を

クリックして規約に同意し、必

要項目を入力すれば、すぐにID

とパスワードが表示される。ダイ

アルアップ接続の設定は自分で

行うことになるので、ホームペー

ジの「接続設定方法」をよく読

んでおこう。

www.auric.co.jp www.mailbank.ne.jp

MailBankの会員に限って事

前申し込みを受け付けている

Free Serveは、サービスの正式

開始後にはウェブ上からだれでも

入会申し込みができるようになる

予定。ちなみに現在のMailBank

の申し込みは、ウェブ上で氏名や

住所、アンケート項目に答えた後

で、郵送でIDとパスワードが送ら

れてくる形式だ（1月6日現在）。

プロバイダーには安いだけではなく、品質も求められる。
ここでは無料プロバイダーの話中度とダウンロード速度を調べ、
本当に使えるかどうかを試してみた。

以前に本誌で連載していたアクセスポ

イントの話し中の頻度を計る「話中度調

査」を復活させて、無料プロバイダーの

東京、名古屋、大阪のアクセスポイント

（オーリック・ウェブ・ジャパンは東京と

大阪のみ）の話中度を調べてみた。その

結果、話し中はオーリック・ウェブ・ジ

ャパンで１回、livedoorで1回あっただ

けだった。無料プロバイダーの認知度が

上がって会員数が急増すれば、つながり

にくくなる可能性もあるが、現段階では

問題はなさそうだ。

実際のダウンロード速度はどうだろう

か。実際にファイルをダウンロードして

調べてみると、アナログではIivedoorが、

ISDNではオーリック・ウェブ・ジャパン

が速かった。オーリック・ウェブ・ジャ

パンのアナログ速度が33.6Kbpsまでし

か出ないのが残念だが、それ以外はまず

まずの速度だ。テレホーダイ時間には速

度はかなり落ち、23時から0時の間は途

中で切れてしまうこともあるが、これは

一般のプロバイダーでもよく起こること

だ。なお、Shes.netは夜22時から朝6

時までは接続できない。

話中度調査
BUSYはほとんどなし
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12時～15時  
 
オーリック(64k)

livedoor(64k)

Shes.net(64k)

オーリック(33.6k)

livedoor(46k)

Shes.net(46k)

7.4kB/秒 

7.1kB/秒 

2.3kB/秒 

4.6kB/秒 

4.5kB/秒 

19時～22時  
 
オーリック(64k)

livedoor(64k)

Shes.net(64k)

オーリック(33.6k)

livedoor(46k)

Shes.net(46k)

7.4kB/秒 

5.1kB/秒 

7.5kB/秒 

2.6kB/秒 

4.9kB/秒 

4.6kB/秒 

0時～2時  
 
オーリック(64k)

livedoor(64k)

オーリック(33.6k)

livedoor(46k)

7.4kB/秒 

4.6kB/秒 

1.6kB/秒 

4.5kB/秒 

5.9kB/秒 

調査概要：話中度調査とは、
1999年 12月 23日から2000年 1
月6日までの2週間、編集部が各
プロバイダーのアクセスポイント
に2時間おきにモデムで電話をか
けて、話し中で接続ができなかっ
た回数を調べたもの。

調査概要：ダウンロード速度とは、2000年1月11日
から14日に、編集部から東京のアクセスポイントにモ
デム（56Kbps）とTA（64K）で接続し、下記のファイル
をダウンロードするのにかかった速度の平均値。モデ
ムでは、Shes.netとlivedoorに46Kbpsで、オーリック
に33.6Kbpsで接続。
ftp://ftp.fujitsu.co.jp/pub/PC/forest/win/inet/mail/
becky/bk12507j.zip

「どこまで使える？」を

徹底検証

ダウンロード速度
スピードはまずまず
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280 INTERNET magazine 2000/3 アクセスポイント：プロバイダーが用意しているダイアルアップIP接続のための受け口。通常はプロバイダーのサーバーにつながっているモデムの電話番号で表される。アクセスポイントの
市外局番が自分の市内通話区域のものであれば、市内通話料金でインターネットに接続できる。

無料プロバイダー4社にアンケートを取って、
サービス内容やアクセスポイント、バックボーンを比較してみた。
各プロバイダーの特徴をチェックして、入会の検討に役立てよう。

無料プロバイダー4社

基礎データ
基本サービス内容と連絡先

アクセスポイントマップ

サービス名 Shes.net livedoor オーリック・ウェブ・ Free Serve
ジャパン

申し込み方法 専用ソフト、ウェブ、電話 専用ソフト（ウェブからダウン ウェブ ウェブ
ロード、電話で送付）

アクセスポイント数 29地域38か所 7地域10か所 2か所（4か所増設予定） 7地域9か所

必要な環境 ウィンドウズ95/98、 ウィンドウズ95/98/NT、 インターネットに インターネットに
マッキントッシュ、IE 4以上、 マッキントッシュ（今春予定） 接続できる環境 接続できる環境
ナビゲーター4以上

電子メールアカウント 無料 無料 年額2,000円 無料

電子メールの容量 10Mバイト 10Mバイト 2Mバイト 3Mバイト

ユーザーホームページ なし 今春提供予定 なし 計画あり、時期未定

ユーザーホームページ容量 ―― 50Mバイト（予定） ―― ――

ユーザーサポート 電話（土、日、祝を除く 電話（9:00～20:00）、 電子メール、 電話（10:00～17:00）、
10：00～13：00、14：00～ 電子メール 電話（1月開始予定※） 電子メール
18：00）、FAX、電子メール

運営組織 CSKネットワークシステムズ（株）、（株）ライブドア オーリック・ウェブ・ジャパン （株）メールバンク
（株）アスキー （株）

問い合わせ先住所 ―― 東京都港区南青山3-13-18 313 東京都港区浜松町2-1-15 東京都港区三田5-2-30
南青山ビル8F 芝パークビル2F

問い合わせ先電話番号 0120-117049 03-5539-2000 ―― 03-5419-8016

問い合わせ先メールアドレス info@shes.net pre@livedoor.net info@auric.co.jp info@mailbank.ne.jp
（入会・登録前）

※10:00～20:00、年中無休（年末年始を除く）。6,000円の「コールセンターカード」という電話サポート券を発売。

大阪（06） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k 
●livedoor 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●オーリック 
アナログ33.6k、 
ISDN64k 
●Free Serve 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k 
 

堺（0722） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
 

所沢（042） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k）  
三鷹／調布 
（0422/0424） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k）  
立川（042） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k）  
府中／多摩 
（042） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k）  
町田／相模原 
（042） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
 
横浜（045） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
●livedoor 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●オーリック 
アナログ33.6k、 
ISDN64k（1月予定） 

川越（0492） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 

川口／志木 
（048） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 

厚木（046） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k）  
 
横須賀／葉山 
（0468） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
 
川崎（044） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
 

東京（03） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k 
●livedoor 
アナログ 
　K56flex/V.90 
ISDN64k 
●オーリック 
アナログ33.6k、 
ISDN64k 
●Free Serve 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k

草加／越谷 
（0489） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
 
柏／我孫子 
（0471） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
 
市川／松戸 
（047） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
 
船橋（047） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
 
千葉（043） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k） 
●livedoor 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k

仙台（022） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●Free Serve 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k 
 

広島（082） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k

北九州（093） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k

福岡（092） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●Free Serve 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k） 
 

岡山（086） 
●Free Serve 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k

名古屋（052） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●livedoor 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
 

 
●オーリック 
アナログ33.6k、 
ISDN64k（1月予定） 
●Free Serve 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k 
 

札幌（011） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●livedoor 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●Free Serve 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k、 
PIAFS64k 
 

京都（075） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●livedoor 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●オーリック 
アナログ33.6k、 
ISDN64k（1月予定） 

神戸（078） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●livedoor 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
●オーリック 
アナログ33.6k、 
ISDN64k（1月予定） 

寝屋川／枚方 
（0720） 
●Shes.net 
アナログ 
　K56flex/V.90、 
ISDN64k 
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INTERNET magazine 2000/3 281バックボーン：インターネットのデータ転送に使われる回線のうち、幹線となるもの。あるプロバイダーのバックボーンと言えば、上流プロバイダーやIX（相互接続点）への回線を指し、そ
の回線が高速なプロバイダーは「バックボーンが太い」と表現される。

プロバイダーにかかる料金が無料となると

すぐに思い付くのは、テレホーダイとの組み

合わせでインターネット接続をさらに安上が

りにする手だ。ただし、プロバイダーのアク

セスポイントの中には、普通の電話番号のよ

うに見えて実はNTTの回線を利用しておら

ず、テレホーダイやエリアプラス、タイムプ

ラスなどのサービスが使えない場合もある。今

回紹介した無料プロバイダーの中では、

livedoorのアクセスポイントでNTTのサービ

スが使えない。それ以外の3社ではテレホー

ダイの利用は可能だ。深夜と早朝に接続を

限れば、月額１,800円や2,400円だけでイ

ンターネットが使い放題になる（ただしShes. 

netは22時から6時までは使えない）。

たとえ無料プロバイダーでも、高機能で快

適な接続環境はほしい。ダイアルアップルー

ターでの接続はどうだろうか。専用の接続ソ

フトを使ってアクセスするlivedoorでは、ダ

イアルアップルーターは使えないが、それ以

外の3社では問題なく利用できる。

無料プロバイダーに限らず、インターネッ

ト上の無料サービスで気になるのは、集めら

れた個人情報がどう扱われるかということだ。

各プロバイダーに尋ねたところ、Shes.netで

は、「収集したデータは統計処理して扱うの

みで、個人名やメールアドレス、住所などが

外部に出ることはない。CSKネットワークシ

ステムズは、日本データ通信協会の定める、

個人情報保護におけるマル適マークを取得し

ている」とのこと。livedoorは、「広告主に

はユーザーの属性情報や広告のクリック率な

どの分析データのみを提供し、個人を特定で

きるようなデータは提供しない」との答えで、

オーリック・ウェブ・ジャパンは、「ダイレク

トマーケティングに必要な情報は広告主に提

供するが、氏名など個人が特定されるような

情報は、トップシークレットとして取り扱っ

ている」と答えた。Free Serveでは、「広告

には匿名データベースを使用するため、個人

情報が広告主に渡ることはない」と言う。ユ

ーザーのほうでは、オンラインサインアップの

前に個人情報の取り扱い基準について書かれ

た規約やQ&Aをしっかりチェックするように

するべきだろう。

この記事を作成している間に、またまた無料接続

サービスを開始するプロバイダーが登場した。全国

に何と128か所のアクセスポイントを用意するという

ValueNetだ。1月17日現在ウェブ上で申し込みを

受け付けている。2月1日にはサービスを開始する予

定で、電子メールとユーザーホームページは3月末か

ら提供される予定。ホームページは50Mバイトと大

容量だ。利用の際には、livedoorのようにダイアル

アップ接続と広告表示のための専用ソフトを使って

アクセスすることになる（サービス開始時はウィンド

ウズ版のみ）。入会の条件は、DDIの市外局番割引

サービス「だんぜんトーク」に加入すること。ただ

テレホーダイには使える？

ダイアルアップルーターは？

個人情報はどう使われる？

無料プロバイダーの気になる点

し、このサービスには入会金や月額の固定料金はか

からない。これで本誌が確認した無料プロバイダー

は5社目となり、いよいよ日本でも無料接続サービ

スが本格的に広まる時代が見えてきた。

ValueNet

www.valuenet.ne.jp/touroku/

接続マップ

各プロバイダーに尋ねたバックボーンと速度。緑色の丸
は第1種のプロバイダー。茶色の丸はIX（相互接続点）。

無 料
プ ロ バ イダー

Free Serve livedoor

Shes.net

10
M

100M

10
0M

100M

（非公開） 
 

速度非公開 

オーリック・ 
ウェブ・ 
ジャパン 

ODN

MCIワールドコム 

NSPIXP2

JPIX

NEWEB 
ゲートウェイ 

C&W IDC

また登場！
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